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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただをましてまことにありびとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいたださ、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

■同個のアフター サー ビス登録カードは必ずご投函ください。 
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ガソリン使用禁止 
使用燃料：灯油 


KEROSENE ONLY 


显警告 

換気が要 

1時間に！〜2回 
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ち全のために必ずお守りください 

• I 豁 I 韶緯繫お1顧就 Rf 損害を繊こ防ぎ、製。。□をききに正しく使用するために、 

♦日看〇告で貨穿表加ま、誤った使いかたをしたとさに生じるを善や損害の程度を;欠の表示で区分し、説 

A t&Rg rnAMCP 口、この表示を無視して、誤った取巧いをずると、人が死じ、重傷を負うち険、 
^ lAjBIWAUMIMUtn ； または乂がのを険び差し迫って生じることび想定される内容を票し言ぶ I 喜： 

A 璧生い/ \/ ARM | M 口、この表をを無視して、誤った取扱いをすると、人が死じ重傷を負う可能性、 
_ S 口 V ^ VUMnlMIIMU ； または乂災の可能性が想定される内宮を示してしほず。阮貝 J 」目 E は、 

A\ ミ壬音 (P A I iTinivi 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的 
ZJA /王思、し AU I IUIM ； 損害の発生び想定される内容を示してしほす。 J 目团罰 


i 黨靈驢 kgh 話讓1ピ?謂も A 履害を負う可能性や物的 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


S ® ® ® この絵表示は、 r 禁止 J ごれている內容です。 

この絵表示は、「注意」していただく內容でず。 

〇を轉 この絵表示は、必ずしていただくけ旨示 J 内容でず。 

♦説明文中の「お願い」事填は、本機を誤0なく正しくお使いいただくための内容び記載され ています< 


★スプレー吿厳禁 J 


該铺柳切卜こんろ巧ボンベなどを、スト-ブの前面朽富風のがこるところに放置しなし、 
熱で定の圧力び上び0、爆発し、危険です。 


★換気必要] 


I 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあり 
ます。 

’^窄漂ミ^ 1 ^ 1 ず^ 111 暨 1 こ 1 。-〜 2 回 （ 1 〜 2 分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結' 地下室なと）換気か充分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 



ミ写星吹出口（ルーパ‘一）をふさがない 

巧類、紙などで温風收出口（ルーグ^ 
バー）や燃焼空気取入 □ (給気つ 
ィルター)や温風空気取入口（フな 
アンフイルター)を麻さびないで 

巧類、紙などで/をさぐと、異常燃—^ 
焼や火災の原因にな D ます。 



★寝るとを消义 I 


寝るとさやが出ずるとさは、 
必ず消火し、火び消えている 
ことを確認して < ださい。 
予想しない事故び発生するお 
それびあります。 



〇 


r ★巧類の 乾燥厳禁] 

巧類などの乾燥には使用しない 
でください。 

落下した巧類に乂びつを、乂災 
の原因にな D ます。 


★可燃性ガス使用厳 禁 

ス I ''ーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するを 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー)、スプレーを使用しな 
いで<ださい。乂災や故障の 
原因になります。 



§ 

f 

0 


0 

使用禁止 


告 （ WARNING) 


A- 


★ガソリン使用禁止 I 

ガソ I 」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで < ださい。 
か量の混入でを、火災の原因になります。 


rii 


A を険 （ DANGER) 


お使いになる前に 








を全のために必ずお守りください 


A ま意に AUTION ) 


r ★ 力ーテン、可燃物近接禁 止 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 

火がび発生するおそれびあります。 

女給油時消乂 I 

給ミ由は、必ず消火して、本体温度が充分下びってか5、乂の気のないところでおこ 
なってください。 

火災のおそれびありまず。 

L ★酷禁正] 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

义災のおそれびあります。 


I ★油漏れ確認 I 

給油□□金は確実に締めて<ださい。 

給油□□金を下にして、油漏れがないことをおかめて<ださい。 

給油口□金を斜めに締めた0すると、簡単に給油□□金び列れて、火災のおそれびあ0ます。 
•油び漏れるが態で使用しないで<ださい。火災のおそれびあ0ます。 






★異常時使用禁止 


におい、すすの発生、がの色など異常を感じたとさは使用しないでください。 

運転スイッチを押して「切 J にしてください。 

異常燃'焼のおそれびあ0ます。 

•万ース I -ーブから火び出たり、床などに乂びついたとをは、あわてずに消乂器 
で消火して < ださい。 


嚷 D 



ほこりの除去 


燃巧空気取入口（給気フイルター）や温風空気取入口（フアンフイルター） 
は、週1回]; Lb ぶ、ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入 □ (給気フイルター）やミ豆風空気取入口 
(フアンフイルター）びつまると、異常燃焼のおそれびあります。 




燃烧錦取入 □ 
(お気フィルター） 


活風空気取入口 
かンフイルタ-) 



1 ★温風に直琴をを每夕い」 

温風に直接長時間あたったり、ス I 'ーブの前に長時間い続けないでください。慨温や 
けどや脱水症状になるおそれびあ D ます。 

湿風を直接吸い込まないでください。気分び悪くなることびあります。 


1 女移動 • 運搬すをとき竺譯意 I 

ストーブはひさずらないでください。ホ面、じ ゅ ラたんなどを傷つけた0、本が底面の塗料がはび〇て、 
さびの原因になるおそれびあ0ます。 

ストーブを移動する時は、必ず消乂し、油タンクを抜いて傾けないよラに静かに移動してください。油 
び漏れたり、火災になるおそれがあります。 

修理•引越しなどストーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざらの 打 油を抜いてください。灯 
油びこぼれ周囲を巧すおそれびあ D ます。 


部接触禁止 J 

燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出 □ (ルーバー）に手などか n ないでください。 
やけどのおそれびあります。 


女指や異 物を入れない I 

温風吹出口（ルーバー）やストーブ內部に指や異物を入れないでください。 
けびや火災のおそれびあ0ます。 




使巧禁止 


t 
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9 

(S) 

接細禁止 

0 















A ま意 （ CAUTION) 


1 ★分解修理.改造の禁止 1 

故障、破損したら、使用しないでください。 

ストープは絶対に改造して使用しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 

分解禁止 

「 女が 管時にしていただくこと"！ 

屋理冒淳用 J / ci ； いとき、または保管ずるとさは' 必ずな油をおさ電源プラグをコンセントから抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

抜さ取れなかつたな油び漏れた0、火災のおそれびあ0ます。 


★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた!: 
また、電源プラグを巧くとさは、 
電源コードび破損し、火がや感'量 

、傷付けたり束ねたり、物をのせたり加工しないでください。 

コードを持つて引さ巧かないでください。 

ミの原因になります。 

容 

長期間使用ないとき耳電源プラグを抜く J . 

長期間使用しないときは電源プラグをコンセントから抜いてくだごい。 1 

火災や予想しない事故の原因とな0ます。 ' 

里 

% 

原プラグ 
を巧く 

1 ★電源::^号グは確実に塞し込む J 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に達し化んでください。 

( また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。、 

^火災の原因になります。 ) 

めれた手での抜さ差しはしないで<ださい。 

感電の原因にな0ます。 

f 

Ijr 電源;^ラグのお手入れをずる] 

ときどきは題源プラグを抜を、ほこり（巧び金厲物）を除ましてください。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで跑緣不良になり）火がの原因になりまず。 

を 

1 ★をモ穗をを年寄_与の写使巧にミち 意！ 

資モ琴产奮重尹り、/巧のご不自由な方がお使いになる摇合は、やけどや、部屋の換気などにつぃて、周囲の人 
び充分にま思してくたさい。 

f 

1 女 腰をかけたり物をのせない 1 

ストーブの上にのつたり、腰をかけたりしないでくだごい。 

ストーブの故障や、やけどのおそれびあります。 

ストーブの上に巧びんや、かを入れたものなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 

§ 

★廃棄ずるとを 

ストーブを廃棄迦分す 
灯ミ由が入ったまま廃！ 

k 

:詔譜サ巧賊 ilb 鬻 g 轟聲飄諾飄 g 蘇が し、。に^- ジ割胃） 

t 


お使いになる前に 






安全のために必ずお守り < ださい 


A ミ主意 （CAUTION) 


女;欠の場所では使用しない 


火災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


水平でない場所、不安定な場所 


•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しない 

マ/ド州、 

巧震自動消乂装置び誤作動することびお D ます。 

• しつかりしたじよラぶな床面で使用してくださし、。 

• 毛足の長いじゅラたんの上では使用しないでください。 
•不安定な台上で使用しないでください。$5落するおそ 
れびあり危険です。 


し 暖炉などストーブが囲われる 場所；） 

• 鴨がや押入れに入れての使用など、特殊な使い方をし 
ないでください。火災の原因にな0ます。 


ほこりや湿気のをい場所 ) 

空気を取0入れる燃焼空気取入口（給気フィルター)や温風 
空気取入 □ (フアンフイルター)び目づまりげ態にな D 、 異 
常燃焼や異常過熱を起こし、事故になる危険性び坂ります。 


^理-美容院、クリーニング店など、 

^スプレーや化学葉品を使う場所^ 

•巧■美容院、文ツキ、塗装工場、電子部品組な工場、 
繊維関係工場などでは使用しないでください。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、鏡、ガ 
ラスなどを傷める原因となりまず。 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを 
配合した枝毛用コート液やヘアートリートメント娘 
毛用）は点乂5スや、途中消火など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 


し 高地 （ 1300 m む上の場所 ） J 

• 酸素濃度び疆いので不完全燃焼します。 

• 800〜1 SOOrn では調堅び必要ですので販売店までお 
問い合わだください。 


(1 の あたる場所、部屋の 出入□(屋列り 

•風のあたるところでは使用しないでくだ 
さい。炎び出てを険です。 

掃除機の排気にもミ主意して 
くださし、。 

•部屋の出入□など人の通る 
ところ、人びぶつかった0 
つまず < 場所で使巧すると、 

捉倒して事故ゃ义がび起さ 
るおそれびあ D ます。 


0 

使用禁止 



( 不を定な物を のせた 棚などの下） 

• 落下物により乂がが超さるおそれがあり 
ます。 


直射日光のあたる場所、 

温度の高い場所 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

油タンクの巧油びあふれ出て火災のおそれびありま 
す。 

' 可燃性ガスの発生ずる場所、 

またはたまる場所 ) 


• 爆発や火災の原因になります。 

〔温室.飼育室な斗の!^を。漂所) 

• 予測でをない事故び発生するおそれびあります。 



I ^可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず 

♦ストープ上ちの棚などとの距離は必ず1 m け上あけてくだごい。 
•上方の棚などからの落下物びないよラにして<ださい。 

•特に、カーテンなどびストーブにふれないようにしてください。 
•家具などからは充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 



〇 


距離 


お願い （NOTICE 


女シリコーン配合製品を使用しない 


•ストーブ（石油フアンヒーター）で暖房する部屋では、シ U コーン配合製品（ムース•クリーム•液体スフレーなどの 
枝毛用へアート U — トメント類、つや出し剤や、防水スフレーなど）を使用しないでください。点火 S ス•途中消火な 
どの故障の原因になります。 


★灯油の 廃棄 

•灯油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 









使用する場所 


★効果のに使用するために 


•温風の循環を巧げるちのびない場所に設置して<ださい。 
•外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 



各部のなまス 



お使いになる前に 
























各部のなまス 

操作部 • 表示部のなまえと使いかた、「点な」•「点滅」の意味 


チャイルド□ックボタン 

設定-解除をする場含は、 
3秒政上押します。 

20ぺージ参照 


灯油 セーブ ボタン 

口油セーブ運転の設定- 
解除をおこないます。 

16ページ参照 


___ _温度/時刻含わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

•室温設定の場含 

設定温度をお好みの温度にすることができまず。 

^あるいは^のボタンを押して合わせてくださ LA 

• 時刻設定の場を 

^■あるいはのボタンを押して合わせてくださ IA 
13、16、17ページ養照 




運斬ランプ 

I 点減… 予熱中 
I 点な… 運輯中 

14ページ参照 


運転スイッチ 

一度巧すと 「入 —.J 

をう一度押すと「切且」になります。 

]4、17、18、1日ページ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこな 
うときに使います。 

]7、18ぺージ参照 


タイマーランプ 

卢巧 

•タイマー運転待機中 
•タイマー運転中の1時間 
•タイマー運転終了時。み-表示中) 

•タイマー時刻を設定中 


17、18ぺージ参照 


f 消臭点乂.時間延長-給油延長ボタン 1 

運 

•燃焼中に巧したときわ、5、再度3時間 
の燃焼継続び可能になりまず。 

1日ページ 
参照 

っ 串。 

•タイマー運転か5、通常運転に切り醬 
えるとさに押しまず。 

18ページ 
参照 

チ 

•給油延長運転をするとさに押します。 

11ぺージ 
参照 

運 

転 

査寺 

ジ 

し チ 

•消臭点火をするとさに巧します。 

•消臭点火を解除するとさに押しまず。 

14ぺージ 
参照 


























^3 (チャイルド□ック)表示 

点な… チヤイルド□ック 
作動中 

消な… チャイルド□ック 
解除 


20ページ参照 


換気） 表示 

点 ミ 威(運聞停止） 

室内の空気げ、酸素不足状態 
です。 

•窓やドアを開けて充分に部 
屋の換気をしてください。 

• 換気表示にたよらず1時間に 
]〜2回は必ず部屋の換気を 
して < ださい。 

2日ぺージ参照 


■故障.異常により自動消义 
したときの表示（エラー表示） 

自己診断機能により、故障 
時にはご〜 f -3 を表示し 



■クリーニング I 燃焼 表示 

ク U —ニング燃焼の残り時 
間を表示します。 


3 時間燃焼終了時の表示 

スト/,-」を表示します。 


C 表示 

点口… 設定温度が設定 
されています。 

点滅… 設定温度を設定: 
中 

1目ぺージ参照 


: sN (なミ由セーブ)表 W 

点む… 灯油セーブ運転 
中 

消な… H ■油セーブ運転 
び解除されています。 

1邑ページ参照 


I 麵晶廢 


設常温膺 


■給油に関ずる残り 燃焼 時間 
残り時間を表示します。 

※油切れ時は「----」 
表示となります。 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は「点滅」 
します。 

※タイマー運輯終了時は 
「？み-」を表示します。 


呈量表示 

* 点な… 消臭点火に設定さ 
れています。 

•点滅… 消臭機能作動中。 
•消な… 消臭点乂が解除さ 
れていまず。 

14ぺージ参照 


0(徹か 表示 
。表をが点ホ了 

油タンクの灯油がかなくな 
つて消火する10分前。「ピ 
一」音げ鳴り、残り燃焼時 
間（分）を表示します。 

0 表示が点 ミ 威(運粒中） 

給油延長ボタンを押し、給 
油延長 （ LC - L 437 は最大 
を勺白0分、 LC - し己37は最 
大約60分延長）運転中を 
表 TJX します。 

Q 表おが点滅(運転停止） 

•油がなくなり自動消火し 

ホしわ- 

油切れ時は「一一一一」 
表示となります。 

11ページ参照 


デジタル表示部 

I 消臭点火び解除されている場合は1 
，望 至 表示は消灯しています。 j 

■温度表ル 

設定温度…6む〜28でまで 
設定温度を選択でさます。 
室内温度…0む〜32でまで 


表术します。 



■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


お使 S になる1 























お使いになる前の準備 

_ _製品と同個品を取り出しまず 


•包装箱からすべての栖包材を取り除き、製品に傷を 
つけないように取り出してください。 

同時に取扱説明書も取り出してください。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」 
を参照してください。 

•包装箱や栖包材は保管するときにご利用ください。 



巧油について 

' - • - - - —- --- - -- . --- - 

m 燃料はな油 ( JIS 1 号な油）を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください, 


A 危険 


|^’ソリ^/使用禁止| 

ガソリンなど揮発性の高い油 
は、絶対に使用しないでくだ 
さい。少量の混入でを、火災 
の原因になります。 




ガソリン禁止 


変質灯油、不純灯油（灯油政外の油•水-ご 
みが混入した灯油など）は、絶対に使用しな 
いで<ださい。異常燃焼や故障の原因にな 
0ます。 

助燃剤（添加物）は使用しないでください。 
異常燃焼を起こすおそれがあります。 


0 


參'打油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨 ， 

水、しか、局;皿技よ 柄 是 
び直接曰光を避けた 
場所に保管して<だ 
さい。 _ 


の■油容器巧のに[油がかないと溫度変化によ 
り結露して水灯すこまることがありまず。 

な油の容器は専用のされいな容器を使用して 
ください。また灯油容器はおず JIS 認定品で 
色つきの巧油専用容器を使用してください。 


：10■油とガソリン①見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなってください） 


〇 口油 



X ガソリン 


\' n .^« 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


咬気饭禁） 

f 良い保管 

悪い保管 

^ 0 0 
グ <=> lumi 

直射日光、雨水び当 

直射日光、雨水の当 

巡 A 

たらず、火気のない 

たるべランダなど、 

み b 

冷暗巧へ保管 

室外の保管 



_圆 



0 












♦ちい丹油。 （2 年政上越 
した灯油） 



好油が外の油（ガソ U 
ン、シンナー、天ぶら、 
油、機械油、重油など）\ 
びほんのかしでも混入 
したな油。 /~\ 

口油む外の、 

水やごみが混油、’致^子忘を 
入した灯油。 


巡 


0 

使用禁止 



変質灯油の見分けかた〕ップに水を入れ、次に灯油を入れで離に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正 
常。 


かしでを色がついていたら 
使用しない。 




m 変質'打油や不純な油を使用す 
ると 

• 変質好油や不純口油を使巧しまず 
と、バーナーにを量の夕ールがた 
ま0、点火しなくなったり、燃焼 
が悪くなった0、激しいにおいび 
した0します。 

■ 

•水の混入した灯油を使用します 
と、炎がルさくなり火び消えてし 
まいます。又、油タンクに灯油が 
残っているのに、「0」を表示 
することがあります。 


0 

使用禁止 


変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、 

一力一のはつをりしない 
'な油は使用しないでくだ 
さい。 


m 万一変質灯油やす純灯油を使 

つたときの処置のしかた 

/ — -- — \ 

1 油タンク、油受け、油受けざ5内 
の悪い灯油を抜さ取0、良質の丹 
油で内部を2〜3回洗ってか5ご 
使用 < ださい。 

^ に4ページ参照） 

2 悪い巧油を抜さ取ってち効果のな 
いとをは、販売店までお問い含わ 
せくださレ。 


-お願い- 

変質灯油や不純灯油が原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中 
でを有料修理となります。 


る巧 
た場 
当い 
の高も 

光の讯 
日度75 

、曰皿 J 

間が管 
期所保 
長場に 


あ器質 
て容変 
けのは 
開色油 
が白灯 
た乳た 


黄つ 

弧す 

诚 3' ま 
ち〇 J 

いたが 

どびい 


ふ、し^ノひおお 
のり管すのを-」 
器た保や質ない 
容つでし変色ぱ 


お使いになる前に 







お使いになる前の準備 



A ミ主意 


給油は、必ず消火して、本体温度が充分下がってか5、 
火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれがあ0ます。 



1油タンクを取り出ず。 

2給油□□金を左「〇」へ回し 
て取りはずず。 

•給油ロロ金を取りはずす前に、 □ 
金先端の弁部を巧すと、給油□口 
金が開けやすくなります。 


3給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を止まるま 
で軽<差し込んで、油量計を見なが 
5給油して<ださい。（ホースび振 
けないよラに注意しながら給油して 
<ださい。） 

• 口油は油量計の上部（ち図 給油 
位置- 0まで給油して<ださい。 
入れ過ぎますと、あふれ出ること 
びありますので充分ま意して給油 
して < ださい。 

4給油□□金を締める。 

給油ロロ金をち「〇」に回して確 
実に締めてください。 


♦ こぼれた巧油はよくおさ取ってく 



★給油ロロ金は、斜めに締めたり、 
締めつけが不完全ですと、油漏れ 
による火災の原因になりまず。ま 
た、違った給油ロロ金を取0付け 
まずと油がでな< な0ます。 



〔本機の縱由□□金〕 




5油漏れのないことを確認ずる。 

給油ロロ金を下にして油漏れのない 
ことを確認してから、スI-ーブに正 
しく静かにセツトします。 







給油の目ま（給油延長運乾) 


油タンクの灯油が空になっても、油受けざ5のに[油を燃焼させて、 LC-L437 は 
最大約日日分、 LC-L 已37は最大約目0分の延長燃焼（給油延長運転）がでをます。 



1油タンクの灯油びかなくなると、「0」表示が r 点な」し、「ピー」音が鳴り、 
デジタル表示部に残り燃焼時間（分） r に？」を表示しまず。 

• r 運転スイッチ」を押して消火してか!5、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとに「ピー」音が鳴ります。約] 0分後に、「0」表示が 
「点滅」し、デジタル表示部の残0燃焼時間表示が「 -- --」表示となり自動消乂 
しふ 9 0 

2給油延長運転をずるとを 

油タンクの阿 a がかなくなり 「 0 」 表示び r 点な」 したときに、 「給油延長ボタン」 を 
巧します。 「0」 表示が 「点滅」 にかわり、給油延長運転をして LC-L437 は最大約 
9 日分間、 LC-L 日 37 は最大約 60 分間の燃焼継続をします。デジタル表示部の残り燃 
焼時間表示(分）が変わります。 

給油延長運転中、残り燃焼時間び10分!;(下になると2分ごとに「ピー」音が鳴ります。 

• LC-L437 は約目日分!;(内、 LC-L 已 37 は約 6 日分助^に、「運転スイッチ」を押して消 
火してか日給油してください。 

★給油しませんと、「 0 」を表示し、デジタル表示部の残 0 燃焼時間表示が 
「-- - -」表のになり、自動消火しまず。 


• 「給油延長ボタン」 を押すと、時間延長(燃焼）を同時にセットされます。 

(1 日ページ 賄 し忘れ消火装置の使し、かた I参照） 

• 給油延長運輯中は、室温に関係なく最ル燃焼（「微弱」または「ミニ」）運転をします。 


r 

- ノ 

ストーブを持ち運ぶときは必ず消火をし、本体溫度が充分ィ^ ， 

M ♦'壬音 

下がつてから、電源プラグをコンセントから抜いて、油夕 •• 


ンクを取り出して、スト-ブを傾けないよう静かに運んで WW 


ください。打油がこぼれて火災になるおそれがあります。 指示 


お使いになる前に 


イ 






お使いになる前の準備 

点义前の準||^ 

1水平の確認をずる。 

♦ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ス I ブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ス I -ーブを傾いた状態で使用しまずと、对震自動消火装置が誤作動ずることびあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


里源フラグ 


電源プラグを電気のコンセント（家庭用 AC 100 V ) 100^^ ^ 

に確実に差し込む。 〜一^ 

• 「ピ_」音かします0 

• デジタル表示部に I 
表示が「点灯」します。 [ ■ 

( r 掌至」表示も r 点打」します。） \里源？ラグ 

-お願い- 

★電源プラグを、絶対に、2日日ボルトのコンセントに差し込まないでください。 
感電•火災-故障の原因になります。 

★コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグげ過熱し、 
熱変形することげあります。このようなときは、必ずお買い上げの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工し 
ないでください。感電や乂災の原因になります。 


★他の電気器具と同時に使用するとをは、ご家 
庭のを全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
ラにして < ださい。 


タコ足配線、 

は危険 ) 

^ ( 5 ^ 


禁止 


女電源プラグを巧くとさは、電源コードを引つ 
張って抜かないで < ださい。断線、発熱、発 
火の原因になります。 



女熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用ずると、床面が変色したり. 
そり返ることがありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください, 


を 

A 


浪 




3 現在時刻を設定しまず。 


デジタル表示部 



iH 現在時刻が午後7時10分の場合 

( T ) またはのボタンを一度押ず。 

「ピー」音がして「-」表示び「点滅」します。 

( D デジタル表示を見ながのボタンを巧して巧に合わせる。 
(3) デジタル表示を見なび 5(^ のボタンを巧してぶに合わせる。 


• のボタンは、一度押すごとに1時間または1分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

• 時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が r 点滅」 している間り0砂間) 
に轉.^のどちらかのボタンを押してください。 

時刻合ねせができなかった場合は、もう一度^またはのボタンを押し 
てや0直してください。 

0「/弓ぶ」表示が、 r 点減」か5 r 点饥に変わり、設定が完了しまず。 

. -お願い- 

★ス I -ーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点火時刻が狂った0する場合は、電 
源プラグを一度抜いて、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてくださ 
し、。それでを直らないとをはお買い求めの販売店までお問い合わせ<ださい。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プ 
ラグを抜いて再通電した場含、デジタル表示はち図の1 一 — ■ — . n 
ようにデジタル表示部に r - - - 應示び r 点な」 しま ■ 

すので、現在の時刻を設定してください。 も 〜リ 

( r 掌童」表示を r 点灯」します。） 


★ 省電力機 能 I 

•デジタル表示部の時計表示は、已分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル 
表示部が r 消口」して、電力の消費をおさえます。 （※チャイルド□ック設定になってい 
る時は rG 3」 表示は r 点灯」したままにな0ます。） 

時刻を確認したい場をは、操作部の「運転スイッチ」外のどれかのボタンを押すと表示 
します。 r 運転スイッチ」を巧すと点火動俩こ入りまず。 

(運起 中 及びタイマー待機中この機能は働きません。） M 


お使いになる前に 








※購入後初めてお使いになるときや、電源プラグを抜いた状態わ、 S 再度お使いになるとき 
には、消臭点火モードに設定されますので、最初か 5「1= 童」表示げ r 点な」 します。 

「消臭点乂」は、点乂までの時間を LC - L 437 は鞠 J 已日跋、 LC - L 己37は約 2] 日抄にし 
て、予熱を充分におこない、点火時のにおいをかな<する点火方まです。 

0「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

• 「ピー」音がして「運転ランプ」び「点滅」します。 

• デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。^ 

油タンクに灯油があるのに「0」を表示している場合は、油受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 （24 ページ参照） ^ 

@ LC - L 437 は約1己0秒後、 LC - L 日37は約210秒後にに自動のに点乂し、「運転ラン 
プ」が「点:) a 」 に変わります。 

ぶ薦点: Ai 解除をき 

〇 r 運転スイッチ」 が 「切」 のときに r 消臭点义ボタン」 を押すと、「遭童」表示が r 消 
な」 して消臭点乂モードが解除され、点火までの時間が短かくなりまず。 （ LC - L 437 は 
約目0秒、 LC - L 537 は約1日0抄） 

室内温度が目で私下の場合は、点火までの時間が、 LC - L 437 は約1己0砂、 LC 丄已37は 
約210秒のままです。 

/-お願い- S 

★初めて運転するとさや、製品を移動させたり、激しい振動が加え5れたあとに運 
転するとさ、白煙（灯油の蒸気）や臭気が出ることがあります。これは、移動、 
振動によりバーナー（燃焼部）内に落ちた余分な油が蒸発することによるをので、 
一度点火し、余分な油がな<なれば白煙や臭気はな<な0ます。この様な場合は 
白煙、臭気がなくなるまでは（窓をあけるなど）換気をおこなってください。 

★点火時にバーナー（燃焼部）内で、「ボッ」と言ラ音や「ゴーゴー」と言ラ音が 
します。これは点火を確実にするためで異萬ではありません。 

★点火時にはかしにおいがあります。 

★燃焼中「チッチッチッ」と言うよラな音がずることびありますげ、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユツジユツ」「シャンシャン」などの音がする場 
合びありますが、これは灯油が蒸発する音です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点乂後3時間で自動消乂をしまず。 
燃焼を継続する場合は、消火する前に 「時間延長ボタン」 を押してください。 
詳しくは1目ページを参照してください。 





















(ここに表示した状態は r 強燃焼」の状態でず) 




処 


• 燃焼空気取入口（給気フィルター）を掃除する。 
• 販売店にご相談ください。 









使いかた 


室温の調節（運輯中にしかでをません) 


で表示 



を V (巧油セーブ）表示 
デジタル表示部 


' 


温度設定しない場合や倍電や電源プフグを抜いた後、再運転 
する場をは、「,说」 （2 ぴ C ) び設定温度となります。 

V 

ツつ。 , ri 。 

Cue Mje 

..J 


0 ^または包亞）ボタンを1度巧ず。 

• 「ピー」音がして「 t 」表示が、「点滅」します。 


( 2 ) 温度を上げるとを。 

•デジタル表示を見ながら包堅）のボタンを巧す。 

( 3 ) 温度を下げるとを。 

• デジタル表示を見なが 5 ^のボタンを押す。 


• 温度設定をする場合は「と」表示び r 庶威」している間(約1日秒間）に^. ポ 

タンのどちらかを巧して<ださし、設定でをなかった場合はをラー度押して、やり 
直してください。 

•設定温度は 6 む〜 28 で、室温表示は〇で〜 32 でまで表示しまず。 

♦設定温度にコント□ールするため、自動的に（最大 ） r 強」•「中 j’r 弱」 • 「微弱」 • 
(最小）「ミニ」運転をくり返します。 

•一度温度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限0、「消 
义」後再運転ずる場合、一設定温度になりまず。 

f -お願い- 

★室温が約] 8でじ(下のときは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことがありまず。 

★温度調節は温風空気取入口（フアンフィルター）近くの温度を感知しておこな 
いますので、ス I -ーブの位置や部屋の大ささによって、必ずしを、デジタル表 
示部の室内温度表示と、室温とは一致しません。 

_な 油セーブ運転 

r ■•巧油セーブ運転は設定温度■よ■ちち室温び約3て:上昇しますと T 消火」して無駄 
な暖房を抑えます。 

♦灯油セーブ運転を解除していない状態で運転したときに、室温が設定温度より 
3 で政上高い場合は、運転ランプは「点丹」しますが運転はしません。 

I また、室温び設定温度をしたまわる自動的に再点火しまず。 _ 

〇「灯油セーブボタン」を巧しまず。 

• 「ピー」音がして「を S 」 表示が「点灯」し、セットされます。 

★解除ずる塌をは再度「灯油セーブボタン」を押してください。 

• 「ピー」音がして「爵 S 」 表示が「消灯」し、解除されます。 







_ 夕づ^ス—"運ぉのし方^た（タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


★タイマー運転をする場含は、13ぺージ 13現在時刻を 設定します I に従って、 
時刻をわせをしてか5でないとタイマー運転できません。 



デジタル表示部 


cm 午前6時30分に設定したいとき 

( T ) 「タイマーボタン」を押す。 

• 「ピー」音がしてデジタル表示部の表示が表 
示に変わり、「タイマーランプ」が「点ミ威」します。 

@デジタル表示を見ながのボタンを押して S に合わせる。 

( J ) デジタル表示を見なが 5(^ のボタンを押してぶ？に含わせる。 

广 ---- 一- — • - —- 

- のボタンは、一度巧すごとに]時間または己分ずつ進みます。押 
し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場をは、「タイマーランプ」が「点ミ威」している間(約10秒間） 

に- のどち5かのボタンを押して<ださい。 

•設定できなかった場含は、をう一度「タイマーボタン」を巧してやり直してく 
_ださい。___ 

9 D 「タイマーランプ」が「点滅」している間に、 r 運転スイッチ」を押して「入」にする。 

•約]0砂ほど経過すると、「タイマーランプ」が「点灯」し、デジタル表示は現 
在の時刻を表示してセットが完了します。 

•タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部にし?,-む-」び表示されま 
す。 



通苗、タイマー運転設定時刻の0分から2日分前に運転を開始します。 

このス I ブのタイマー運転は、ファジーコント□—ルで、お部屋の大きさと 
そのとをの室温により、自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を 
暖か< しておさます。 

タイマー運転時刻は、己分おきにしか設定できません。 


使いかた 


A 








使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、 「タイ 
マーボタン」 を押して「タイマーランプ」の 「点滅」 中（約1日砂間）に、 「運乾 
スイツチ」 を 「入」 にするだけで同一時刻で設證巧黄 T します。 

★ r 運範スイツチ」 を巧して、 「運乾ランプ」 が 「点 ミ 威」 しているときに 「タイマ 
-ボタン」 を押すとタイマーランプが点滅し、約10秒程度経過すると 「タイマ 
ーランプ」 が 「点な」 しセットが完了します。 


★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


V 


ノ 


タイマー運転の解除のしかた 


r 




タイマー運転操作をした後、タイマー運転時刻前にタイマー運転の解除あるいは 
通常運転をおこないたい場合。 


1「運斬スイッチ」 を巧して 「切」 にする。 一 [タイマー運転の解隙] 
2「運乾スイッチ」 を再度巧して 「入」 にずる。 一 [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


★タイマー運転をした場合、点火後約1時間後に自動的に消火し、 「タイマーラン 
プ」 が 「点な」 し、デジタル表示部の 「が,-」 表示が 「点好」 します。 

連続運転するときは、タイマー運転の点乂後1時間む内に「時間延長ボタン」 
を押してください。 

•残り燃焼時間が10分になるとデジタル表示部に/;7 9... と表示し、2分毎に 
「ピー」音でお知らせします。 ‘ ■ 

•これは閉め切つた部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険とな 
るためで、手を触れない場含は、自動的に消火しまず。 

★通常運転中に 「タイマーボタン」 を巧すと、 「消乂」 して 「タイマー運転」 の待 
機が態になり、タイマー運転時刻に自動的に点火しまず。 

〔但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消火時に 「タイマーボ 
タン」 を押すと、 ] 日秒間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電げあったとさや、スIブを揺 5 して巧震自動消乂 
装置び作動したとき、電源プラグを抜いたときは点火しません。 

この場含'は、再度13ページ 13 現在時刻を設定します 1 を読んで、時刻をわせ 
か6おこなって < ださい。 


Hk 







消乂のしかた 



が:日日 


—顯‘ 


運転スイッチ 


雜絕 Hi 


運転ランプ 


〇\ h -時間延長ボタン 
^ J デジタル表ぉ部 


^ 消臭表示 

(1) 「運転スイツチ」を巧して「切」にする。 ^ 

• 「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「里皇」表示が「点滅」 
して、消臭機能の作動中を表示します。 

女 LC - L 己37は消火時に r ジーツ」という音がしますび、これは消乂時の臭気を取る 
暇臭ポンプが作動するためで、異萬ではありません。 

•消乂後 、 LC — L 437 は約9日秒間、 LC - L 已37は約1日日抄間、巧流用ファンは回転し 
続けます。その後自動的に停止します。 

t -消乂時のま意- . 

★(移動するとをなど）消火後、対流用ファンが止まるまで、電源プラグをコンセ 
ントから振かないでくだごい。音び出たり、炎が出た0、ススび発生して再点 
火後 L 安全装置か作動し てエつ一で停止ずることげありまず。 （2 己ぺージ 
1 異常のお知 をせ (ぞ:ジタル養宗 & 見かた） I 参照） 

★緊急のとをを除いて、消火は必ず「運転スイッチ」を使用してください。電源 
プラグを抜いて消乂させないでください。 


__華乂後再卓)^ずる言を CD ミま意 

★消乂薦京ぐに再点火ずると、異常音が出ることがありまずので、しばらく（約 
10分）待ってか5再点义してください。 

★ス I -ーブが暖かいラちに再点火操作をした時の予熱時間は、 LC - L 437 は約 
40 f 少、 LC 一 L 537 [ホ約己0をぶです。 



★消し忘れによる、万一 cp 事故を防止ずるために、点乂してわ、53時間燃焼び継 
続ずると、デジタル表示部に「义 V,- 」を表示して、自動的に消乂しまず。 
•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に数字 
で111 3. • • /と表示します。 

•この間、2分毎に「ピー」音でお知5せしまず。 

〇消乂ずる前に「時間延長ボタン」を巧ず。 

•その時点から再度3時間の燃焼継続び可能になりまず。 

•自動消火した場をは、「運転スイッチ」を押し直してくださ 
し、 



お願い--—— 

★著基驾作をしち，与さは「運乾ランプ」の「消灯」とバーナー内の火が消えること 
を確認してください。 

★消火時にはバーナー(燃焼部）内で「ボッ」と言う音や「ゴーゴー」と言う音が 
します。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

★吊策てすぐに消火操作をしたとき、きつい臭気が発生ずることがありまず。点 
乂後約2日分はでさるだけ消火しないでください。 

★長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントわ、5抜いておいてください。 


使いかた 








使いかた 


クリーニング燃焼表示 


★ク1」一ニング燃焼はバーナー內の巧れを除去するための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間必上の連続運転をしますと、デジタル表 ■ ——_ _ 

示部に ra ごりを表示して自動的に弱燃焼によるク1」ーニ 
ング燃焼を約己分間おこないまず。その後自動的にをとの 
燃焼状態にもどります。 L 

n -nc 

しし •UJ 

mn 

- '=== . 


換风ま思表术の見かた 

★閉め切った部屋などで長時間運転をすると 臣^」 表示が 
r 庶威」 し「ピー」音が日秒間鳴って運転を停止し、デジタル 

表示部に 「 - 」 表示び 「点滅」 します。 

N 良」 表示にたよらず、1時間に！〜2回は必ず部屋の 
換気をしてください。 


• • ^ ^ 

.お 



をヤイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」 
を押してを点火しないようにしたいとさに使用します。 



1運転中にチャイルド□ックを「セット」したとを 
• 「運転スイッチ」で「消乂 J のみができます。 

• 設定温度の変更など他の操作はでをません。 

2消火中にチャイルド□ックを「セット」したとさ 

• すべての操作がでさません。 

3チャイルド□ック中に点火もしくは再点火したとき 
•デジタル表示部にし5,- 0,-」が表示され点乂しません。 


チャイルド□ックの使用は、「チャイルド□ックボタン」を3砂政上押すことで、 
「セット」又は「解除」ができます。 

「セット」...「巧」表示び「点な」。 

「解除」 ..... 「巧」表示が r 消な」。 


9S1 










安全装置 

★安全装置が作動ずるのは何5かの異常びあるときでずか6、下記の処置をして 
も正常にな6ないときは、お買いおめの販売店にご相談ください。 


★再点火操作とは一度 「運転スイッチ」 を 「切」 にしてから再び押し直して 「入」 
にすることをいいます。 


をを装置名 

はた 6 さ 

処 置 

巧麗自動 
消火装置 

•運転中にス1-ーブ本体び地震（震度約日な上） 
や強い振動、衝撃を受けたとを、乂災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

•地震によって作動した場合 
は、周囲の可燃物、機器の 
損傷、油のあふれなど、異 
常がないことを確認した後、 
再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常により 
バーナー部への空気の供給び不足したとを不 
完全燃焼による危険を防止ずるものであり、 
自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場含は、燃焼空気 
取入□(給気フィルター）の 
掃除をし、部屋の換気をし 
てか5再点火してください。 

この装置は、あくまでも不完全燃焼による危険を防止ずるた 
めのものであり、使用中は必ず 1 時間に！〜 2 回換気して、 
新鮮な空気を捕給してください。 

[cids へー ン参照； 




点火安全 
装 置 

•点火 ヒー ターの赤熱不足や、パ’ーナーヴ ー S 
スタの不良による点火不良。 

•点火ヒーター•電磁ポンプ•ブ□アモーターな 
どの故障により点乂しないとさに、運転を停 
止します。 

•点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはパ' 
ーナー底のク□スマットに 
丹油びしみこんでいます。 
完全に乾燥させてか5、ご 
使用ください。 

(販売店にご相 i 炎ください） 

停電安全 
装 置 

• 運転中に停電や電源フラグを振くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。再び通電されても運転しません。 

•タイマー運乾中に停電があった場合、タイマ 
一運乾は解除されまず。 

•再点火操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー 
運転時刻の設定をやり直し 
まず。 

(13、17、18ぺージ参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

•再点义操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用フアンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス i ブび異萬過熱したとさ、义災 
などの危険を防ぐために燃焼を停止します。 

•温風空気取入□(フアンフィル 
ター）のほこりを取り除いて 
から、再点火操作をします。 

に3ぺージ参照） 

消し忘れ 
消火装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点乂 
してか53時間、燃焼び継続ずると自動的に燃 
焼を停止しまず。 

•消火ずる前に「時間延長ボ 
タン」を押す。 

•消火した場含は、再点火操 
作をします。 





点検-手入れ 



定期点検のおずずめ にシーズンに1回程度） 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良 
い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了 
後などに、お買い上げ店、又は修理資格者[(財）日本石油燃焼機器保守協会 
( TEL 03— 34 目 9— 2 日 28) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。 


_日常の点検-手入れ_ 

-お願い- 

•点検•手入れをするときは、必ずス I — ブを消义し、 電源 プラグをコンセント 
か 6 抜いて、本体温度が充分下がってか 5 おこなってください。やけどや 感電 
をするおそれがあ0まず。 

♦部品に触るとさや、内部を掃除するときは、手をけびしないよラに、手袋をは 
めておこなって < ださい。 

•本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品や燃焼部の取0はずし、分解はおこなわないで<ださい。 



使用のたびに 


周囲の可燃物 



•ストーブの周囲は、 
常に馨理、清掃し、 
燃えやすいむのを 
置かないよラにし 
て < ださい。 


ほこり 

♦ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃 
除機で吸い取ったり固< しぼった濡れ 
雑巾などで戍き取ってください。 

巧れたままのご使用は危険のおとです 
し、ストーブのいたみを早めます。 


迎型^、油のたまり、油のにじみ 

巧一油漏れによって、油のたまり、油 
にじみが生じているとさは、消火操作 
をし、原因をたしかめ防漏処置をし、 
油漏れげなくなったことを確認してか 
5点火操作をしてください。 


置台に 
油にじみは 
あ0ませんか r 



巧* V 油漏れ、 
巧ず 一 V お認ノ 


1週間に1回 m 上 


燃焼空気 取 入 □ (給 気フ ィルター）の掃 除 

本体側面にある燃焼空気取入口（給気フィルター）に、ごみやほ 
こりび目づまりしますと、燃焼用の空気量び減って点火時に白煙 
び出たり、燃焼中に不完全な燃焼となり炎び高く伸びたりだ一」 
と言ラよラな異常音がすることびあります。 

燃焼空気取入口（給気フィルター）に付いているほこりを、電気 
掃除機などで吸い取ってください。 


油タンクの給油口 
□金の弁部などに、 
ごみがはさまって 
いる場音'がありま 
すので取り除いて 
ください。 








_ 温風空気 取入 □ (ファンフィルター)の掃除 

♦本体背面にある温風空気取入 □ (ファンフィルター）にごみやほこりが目づ 
まりしますと、温風用空気量が減って過熱防止装置びはた5いて消火します。 
巧流用フアンが停止していることを確認してか！5遍風空気取入 □ (ファンフ 
ィルター）に付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

• -お願い- S 

★電源プラグをコンセントか5抜いておこなってください。 

女温風空気取入口（ファンフィルタ~)の巧れびひどい場合 
は、温風空気取入 □ (ファンフィルター）の止めねじに本） 
をはずし、温風空気取入 □ (ファンフィルター)をはずし 
て、掃除をしてください。 

★はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元 
どおりに組み付けてください。けがをします。 

★温風空気取入口（ファンフィルター）の掃除をしてを燃焼 
げ停止するよラであれば、24ページに記載してあります対 
_ 流用ファンの掃除をおこなってください。_ 

温風空気取入 □ (フアンフィルター）の取り付けと注意] 

♦温風空気取入口（ファンフィルター）下側の突起を、ス I -ーブ背 
面の角巧に入れ、巧流用ファンのコードを温風空気取入口（ファ 
ンフィルター）の凹部を通してか5ふたをしてください。 


111111 
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1111111而で而 I 



11111 III 川川 



温風吹出 □ ( ルーバー） の 掃除(必ず手袋をはめてお こなつてください) 

•温風吹出口（ルーパ'—)が巧れたり、ほこり 

が付着した場をは、電気掃除機や、固くし - - ^ 、 

ぼっためれ雑巾などでふさ取ってください。 . 


-お願し、- 

このとさ必ずス I -ーブを消乂し、温風 
吹出口（ルーバー）が冷えてからおこな 
つて < ださい。 

やけどをずるおそれがあ0まず。 




時々、燃焼空気取入 □ (給気フィルター）をはずして掃除をしてください。 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の目 
の中がつまっている場含がありますの 
で、やわ5かいブラシなどで、燃焼空 
気取入口（給気フィルター）の目のつま 
りを掃除して < ださい。 

(光にかざして目づまりがきれいになっ 
たか確認してください。） 

---お願い 

★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れが取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

★取りはずしたときは、必ず元どお0に取り付けてください。 

(取0はずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 



点横•手入れ•アフタ—サ—ビス 











点検-手入れ 



油受けの掃陈 


ク油受けは灯油は通しますび水は通しにくいフィルターでで 
きていまず。油受けに水やごみがたまると、油タンクに灯 
油があるのに、「0」を表示ずることびあります。 

• 「油タンク」を取り出してから、 r 油到ブ」を傾けないよ 
ラに取り出し、たまった水やごみを取り除いてください。 

-お願い- 

油受けは、水で洗わないでください。必ず口油で洗って<ださい。 


対 震 自動消火装置 


r ミ由受け 



•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するか点検してください。 
•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「卜5」を表おします。 


1シーズンに1〜2回な上 ] 


-お願い- 

女巧流用ファンにごみやほこりが多量に付着しますと、温風用空気量げ減って過 
熱防止装置がはたらいて消火します。 

対流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 

★ストーブを消火し、電源プラグをコンセントか5抜いて、ストーブの温度が充 
分に下がってか5おこなって<ださい。 


対流用フアンの掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 

© 


(1) 2 3ぺージ Hi 風空気取入日 '(フア ンフィルター)あ掃除 I を養:蹈 
して、温風空気取入口（フアンフィルター）をはずしてく 
ださい。 

巧流用フアンに付着したごみやほこりを、電気掃除機で吸 
い取ってください。 

また、見える箇所だけでよろしいですか5、本体巧部のほ 
こりを取り隙いてください。 

3) 元どおり組み立てて<ださい。 


り…りりりりりり…ち 



1111111111111111111111 


油タンク、油受けざ5の掃除 


油タンクと油受けを取り出し、市販の給 
油ポンプなどで油タンクや油受けざ5内 
の水やごみを取り除いてください。 



電源プラグ、コンセント 


電源プラグ、コンセントにほこりやちれがたまる 
と火災の原因になることがあ0まず。 

電源プラグをコンセントから巧いて、付着したほ 
こりやミちれを取り除いてください。 











故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

— 異常のお 知5せ（デジタル表示の見かた) ^ 

安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障.異常の 
原因び表示「エラー表示」されます。繰り返し表示ずるときや運転しないときは、 
お買い求めの販売店へご連絡<ださい。 


デジタル 

表示 


点灯（点滅）の意味 


•主; • 過熱防止装置が作動しました。 


II • 停里消火後電源が入りました。 


• ルームサー5スタが断線しました。 

• パーナーぴ予熱不足でず。 

• バーナーサーミスタが断線しました。 

• 点み^夕一び線しま_^。 

• 消火後すぐに再点火操作しました。 

• 点义巧全装置び作動しました。 

(■燃獅にシリ〕-ン醒化物びけ這しました。4ベ-ジき招） 

• 地裝により消义しました。 

•本な:を傾けたり、強い振動、衝擊びちえら 
れ消义しました。 


r • 不完を燃焼防止装置が作動しました。 

U (•歷部にシリコ-ン酸化物が巧着しました。4ペー：;参照） 


•8 


室温び33でな上になりました 


ブロア モーターび 停止しました。 


J • 点义まを装置び作動しました。 

J (•燃焼部にシリ: H ン醒化物が巧着しました。4ぺ-ジ参照) 


パー表兩な i 

JHr 

ぶ iL 

全消な 


• チャイルドロック中に運賠スイッチ巧「入」 
にし ました。_ 

• タイマー点火時刻び設定されていません。 


換気 • 室内び酸素不足でず。 


0給油•灯油げなくなり消乂しました。 
タイマーランプ 

• タイマー運転が絳了しました。 

• 消し忘れ消火装置にて消义しました。 

• 省電力機能が作動しました。 

(13 ぺージ参照） 


処置方法 


• しばらく待つてから再点义操作をしてくださし、。 
•温風空気取入口（フアンフイルター)、温風吹出 
口（ルーパー)、对流用フアンの掃除をしてくだ 
さし、。（23、24ぺージ参照） 

■ ス トーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

• 運隨スイツチを一度 r 切」にしてから再点乂操 
作をしてください。 

• 崔源ブラグなど電源をご確認ください。 

• 電気系統の故隋です。お買いボめの販売店ま 
で「デジタル表示」などをご連絡ください。 


修理び必要でず。お買い求めの販売店または 
別紙のお客様相談窓口一覧まで、「デジタル 
表示」などをご連絡ください。 


しば6く待つてから再点乂操作をしてください。 
お買い求めの販売店または別紙のお客様相談 
窓□一黄まで、「デジタル表示 J などをご連 

絡ください。 __ _ __ _ 

ス I ブが傾いていないか確認してから、毎 
点义操作をしてください。 

燃焼空気扳入口（療養フィ J [ろ一)711度 If 
の掃除をしてください。（22、23、24ベー 
ジ参照） 

修理げが要でず。お買いボめの販売店または 
別紙のお客様相談な□—黄まで、「デジタル 
表示 J などをご連結ください。_ 

ス I -ープの周固の障害物を取り除いてくださ 
い。 

里源プラグを入れ直してください。 

電気系統の故暗でず。お買い巧め①販売店ま 
で「デジタル表示」などをご連絡<ださし、。 

燃焼空気取入口 (給気フィル歹沾養け~ 
の巧除をしてくだごい。（22、23、24ペー 
ジ参照） 

修理が必要でず。お買い巧めの販売店または 
別紙のお客様相談窓□一度まで、「デジタル 
表示」などをご連絡くださし、。 

運乾スイッチを「切」にして、チ"ルド □ 
_；^クを解除してくだごい。 （20 ベージ参照） 
運賠スイッチを「切」にして、タス号一点夕 T 
時刻を設定してくださし、。（17、18ページ参胁 

窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこな 
つてから再点义；操作をしてくださし、。 

阿油を給油してから再点义操作をしてください。 
油受けの掃除をしてください。 （24 ぺージ寶，昭） 

再点义操作をしてください。 


•再点义操作をしてください。 

• 操作部のいずれかのボタンを押してくださ 

し、。 


点検.手入れ•アフタ—サ—ビス 


















電源プラグをコン 
セントに差し込ん 
でない_ 

停電した 

巧震自動消乂装置 
が作動した 


油受けに水が入つ 
た 

油愛けざ5に水が 
入つている 

燃: i 空気取天口 (給 
気フイルター）の目 
づまり 

油タンクにな油が 
ない 

な油が油タンクの出 
し入れでこぽれた 

換気不良 


変質な油や不純灯ミ由 
を慎った 


省電力機能が作動 
しました 

給油ロロ金び間違 


表示は、「デジタル表示」にラー表示）を示します。 


〇 


故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

故障かなと思ったと丢(^ 


rm\ 
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置台に油にじみがある 一 I I I I 〇 
使用中急に消える 〇 i 〇 








部品交換のしかた 

部品交換のときのま意 


•部品交換や修理をお受けになる場含は、日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ 
技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されるこ 
とを推奨します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したをのは使わないで < ださい。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場をは、お買い 
ホめになった販売店にご相談ください。 . 

★部品は必ず純正部品（指定された部品）をご使用 < ださい。 

★部品を交換するときは、ストーブを消火し、本体が充分冷えてから、電源プラ 

_グをコンセントか6巧いておこなってください。 

保管のしかた (長期間使用しない場合） 

•ストーブを保管ずる場合は、22ぺージ 点検•手入れの 項を参照して、ストー 
ブの手入れをしてか5保管して < ださい。 

•いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。_ 

1ストーブを消火し、ストーブが巧分冷えてか6、電源プラグをコンセントか 

6抜く。 

2 燃焼空気取入□(給気フィルター)、温風空気取入□(ファンフィルタ ー i 温風 

吹出□(ルーバー)、電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼用空気取入口（給気フィルター）は布などでふくのはおや他ください。かえっ 
て目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ S 内のな油、ごみ、水気を取り出ず。 

• 簡や巧あきの原因になります。 

4 器具の表面をよく试いて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をみき 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどではみかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にしないでください。 

抜けされなかった灯ミ由が漏れることがあります。 

★取扳説明書-保証書む必ず保管して<ださい。 

廃棄するとき 


24ページ I 油タンク、油 受け ざ5の掃除 I の項を参照して、油タンク、油受けざ6 
内の口油を抜を取ってから廃棄して < ださい。 


点検•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


A 






種 _ m 

卓 _ 乂方 车 

使_^ _m _ 

燃料消費量^- — 

_ 巧 _か 

暖房出力 —i 一"^ 

油タ ンク容量 
燃 焼継続 時—間 

がお 寸 _^ 

質_ —量 

電源電圧及び周波数 


LC - L 437 _ L LC —L ち37 

ポット式-強 制通気お • 強制巧流形 

_ _ 電気点火 _ _ 

な油（」旧1号） 


暖房出力 


0.413 L/h 

0.0白白し /h 

4.25 kW 

1.02 kW 


0. 510 L/h 
0.137 L/h 

已ぶ已 kw 

1.41 kW 


7.0 L 


燃 焼継続 時間 1 日.日時 間（最大 燃焼時)」一1 3.7 時間(聲燃焼時） 

が お 寸_^ 高さ44己 mm 幅己已 0 mm 奧巧327.已 mm (置台を含む） 

質_ _B _ I g.Okg _ ] 12.7 k 呂_ 

電源零马及び心匙数 _ _ 1 00 V - 已 0/60 HZ _ 

g .g 点乂時 320/320 W 燃焼時 26/24 W 

:… 菌里丄 最大日日0/9己 0 W (点乂ネ刃期に短時間猪生） 

' 肖 胃 胃 力_ _ 璋聲時 0.8/0.7 W _ 

jP ^ m (正面)※最大燃焼時36犯最小燃焼時21 dB ^ 最大燃焼時 37 dB 最小燃焼時 24 dB ~ 
電流ヒユーズ _ _ 4 A 

巧 八 か 置 巧 誤自動 消乂装置、点乂ま全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 

___ _ 停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 

※騒音値の数値は J 侶測定方法 （ JISS 3 日 31) に基づく正面値です。 


I 配線図 


〔 LC - L 437) 


〔し C — し537〕 


ト ラン 

® 源 rp 
r 点乂ヒーターじ 
b アンモ—夕-〔 
r ブ□アモータ ー t 

猩磁ボンブこ 

操作基板 
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删 

巧 


甲 


にレームロツド I 

T _^ス 

過熱防止装度 ( A ) l (90 で） 
熱防止装窗（日。 (7〇ご） 

巧自動消义装 

階 可 


黒 


ルームサー云スタ 

憧 


K — ナーヴ ー5 スタ 

雲 

巧 

目 

ホール1 C 


ランス 


r の臭ポンフ a ホ 
巧源: 〇 nr 
「点火ヒータ ~l zz l 黒 
r フアンモ-夕一仁こ 



巧磁ボンフ 


藝 

巧 


__1~ 


I フ レー ム□ツド J 
!- ァ ス 

過熱防止装垣 ( A ) 1(90 で） 
I 週熱防止装舌西 y ] 口。た) 

巧巧自動献装 国 
_ 油 

ルームヴ ー 5 スタ 
バーナーサ ー 5 スタ 
ホール I C 


操作富巧 






アフターサービス 


保証について 


•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お 
受け取りください。記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

煙を衣！!■おを 

• が障•異常の見分けかたと処置のしかたに己ページ）に従って、お調べくだ 
さい。直らないときは、ご使用を中止し、必ず電源プラグを损いてから、お買 
い上げの販売店にご連絡 < ださい。 

• ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

①品名…石油ファンヒーター（強制通気形開放式石油ス I -- ブ） 

③型式の呼び…（例） LC - L 537 
® お買上げ年月日 

® 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑤おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店 
が修理させていたださます。 

•保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場をには、ご希望により 
有料で修理させていただをます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項.注意事項および通背使用に反 
して使用された場合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


_ 補修用性能部品について 

★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切0後6年です。 
• 補修用性能部品とは、製品の S 能を維持するために必要な部品です。 


転居される場合 

- - --- - - — _ ___ _ __ 

• このファンヒーターは電源周放数日0、6日 Hz とも同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でわそのままお使いいただけますが、高地へ 
の転居、高地からの転居は再調整び必要ですので、別紙の客様相談窓□一覧 
までご相 IK ださい。 


r 

A ま,局 

故障-破損したら使用しないでください。 

不完全な修理や改造は、危:険です。 ^ 

r 

A ま,骨 

L 

修理、引越しなどで、ストーブを運搬される時は、必ず A ' 

油タンク、油受けざらの灯油を巧いてください。 mm 

運搬の途中に订油がこぼれ、周囲を巧すおそれがあります。 


故障-理の際の連絡先 



アフタ ーサービスについて わか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、も 
よりの皮^客様相談窓口一費](別紙参照）までお問い合わせください。 


点検•手入れ♦アフタ—サ—ビス 


一 








愛情点検1 

•石油フアンヒーターの補修用性 
長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を/ 能部品の保有期間は、製造巧ち 

切りを日年です。 

- 

り 

ご使用の際 
このよ弓なことは 

ありませんか 

•油漏れずる。 

•燃烧中強いにおいびする。 
•おび異常に飽い。 

•予熱時間が異常になびい。 
•運睛中異常な音びずる。 
•その他の異常■故障げある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のた 
め、コンセントか6電 
源フラグを抜いて、お 
ず販売店に点検•修理 
をご依頼ぐださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 


お買上げ年月日 

年月 曰 

お買上げ店を 

V 

(電話番号） （ ） 一 

J 


本 


株式会社 

社名古屋市瑞穂区桃園町日番 
f 467-0855 TEL の巳ぶ 822-1 144 
FAX <052> 822-2742 


7号 



古レ •巧'4 


巧式をなトヨトミは快坦贸境の一巧としてこの取の説明»は再ち紙をほ用しています。 


X ぶ 







